
◆企 画 名  特集本展示 第 1 回「関大出身者の著書」 
日  程  2019 年 6 月 18 日（火）～7 月 2 日（火） 
場  所  関西大学総合図書館 2 階 開架閲覧室 
参加者数  21 名（ピア・サポータ 16 名、研修生 5 名） 
目  的 

 関大出身者の本を紹介することで、卒業生の活躍を知ってもらい、大学への帰属意識を

高める。それとともに、読書への関心を高め、図書館のさらなる利用促進へと繋げる。 
内  容 

・スケジュール 
 6 月 4 日（火）14:40～16:10 本の抜き取り作業 
 6 月 18 日（火）14:40～16:50 特集本の搬入作業 
 7 月 2 日（火）14:40～16:50 特集本の搬出作業 
・特集本を告知するためのポスターを作成し、以下の 3 か所に貼る。 
 ①ラーニングコモンズのコアラエリア 
 ②総合図書館 1～2 階間の踊り場にある掲示板 
 ③凜風館 1 階 掲示板 
・前年度に実施した第 2 回特集本展示「旅行」について紹介するコアラ通信を作成し、特

集本展示と並行して設置および配布する。 
・特集本を展示する場所に、画用紙にシールを貼る形式のアンケートを設置し、図書館利

用者に回答していただく。 
効  果 

 今回の特集本展示の期間中では、18 冊中 9 冊が貸し出された。アンケートの結果では、

関大出身者の著書に興味が湧いたという意見が全体の 80％を占め、特集本展示の目的は一

定以上果たせたと考えられる。 
改 善 点 

・展示期間が短かったことが、それぞれの本の貸出回数が 1 回にとどまった原因だと考え

られるので、次回の展示は今回の展示よりも長期間に設定すべきと考えられる。 
・スポーツ選手の著書の貸出回数が伸びなかったため、次回の展示ではスポーツ関連の

POP や飾り付けをするなどの工夫をしたい。 
・コアラ通信の配布数が伸びなかったことから、次回以降の特集本展示ではコアラ通信を

より手に取りやすくするセッティングを心掛けたい。 
感  想 

 今回はこの企画に関わったメンバーが多く、一人当たりの仕事の負担が軽かったため、

企画を滞りなく進行できた点はよかった。 
 しかし、選書された本のテーマおよび貸出回数にばらつきが見られた。貸出回数が 0 回

の図書があったことは残念である。今回伸びの悪かったスポーツ関連の本は、そのスポー

ツのシーズン中に特集することで貸出回数の増加が期待できると考えたため、今後スポー

ツをテーマとした特集本展示の実施を検討したい。 
 


